
花
曇
の
四
月
一
〇
日
の
日
曜
日
、

駿
河
路
は
正
に
桜
花
撩
乱
の
日
和
、

53
期
恒
例
の
同
期
会
を
ア
ソ
シ
ア

静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
京
浜
よ
り
三
名
、
関
西

よ
り
一
名
近
郊
よ
り
夫
人
五
名
を

含
め
一
八
名
合
計
二
二
名
が
ぴ
っ

た
り
正
午
に
集
合
し
開
宴
。先
づ
記

念
写
真
を
パ
チ
パ
チ
数
枚
撮
影
し
、

久
濶
を
叙
す
る
い
と
ま
も
な
く
、早

や
時
計
の
針
は
六
〇
余
年
前
に
逆

戻
り
、ス
ト
レ
ー
ト
に
青
春
回
歸
。

一
同
健
在
な
る
を
確
認
し
合
い
、

会
の
進
行
は
極
め
て
順
調
に
進
行
、

先
づ
加
藤
俊
雄
君
の
乾
杯
の
ス
ピ

ー
チ
、
彼
は
一
言
、
戦
争
中
鉄
砲
の

弾
丸
に
も
当
ら
ず
今
日
ま
で
生
き

残
っ
た
か
ら
に
は
ま
だ
ま
だ
頑
張

ろ
う
と
、
唯
唯
戦
死
し
た
友
が
本

当
に
可
哀
相
だ
と
心
に
念
じ
つ
つ

乾
杯
。
一
同
心
に
浸
み
渡
り
友
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
そ
し
て
清

水
四
麻
夫
君
か
ら
八
十
路
の
坂
は

誠
に
厳
し
い
が
健
康
長
寿
が
一
番

と
の
簡
潔
明
瞭
、
来
春
に
同
期
会

を
繋
げ
よ
う
と
の
激
勵
の
挨
拶
、

続
い
て
中
村
孝
次
郎
君
よ
り
同
期

生
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
一
〇
月
鈴
木
正
久
君
、
今

年
二
月
山
田
茂
君
が
夫
々
他
界
し

卒
業
者
二
〇
三
名
の
中
、
生
存
確

認
者
は
本
年
四
月
一
〇
日
現
在
六

三
名
、
住
所
不
明
一
二
名
、
死
亡
者

は
一
二
六
名
と
増
え
、
明
日
は
我

静
中
61
期
会
の
平
成
一
七
年
度

総
会
が
、
去
る
四
月
九
日
午
後
五

時
か
ら
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
前
の
ホ
テ

ル
・
ア
ソ
シ
ア
静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
卒
業
六
〇
年
、
喜
寿

身
か
と
一
瞬
身
が
引
き
締
ま
り
ま

し
た
。
芹
澤
五
郎
よ
り
簡
単
な
会

計
報
告
、
最
後
に
来
春
も
当
ホ
テ

ル
の
、
北
は
龍
爪
山
南
は
駿
河
湾

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
「
喜
寿
を
祝

う
会
」
と
し
、
参
加
を
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
予
想
を
大
き
く
上
回

る
九
三
名
か
ら
出
席
の
連
絡
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
当
日
に
な
る
と
花
粉

症
や
発
熱
な
ど
で
八
名
が
体
調
を

崩
し
て
欠
席
、
八
五
人
に
な
っ
た

の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ
た
。

忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
割
い

て
、
久
し
ぶ
り
に
出
席
す
る
東
京

芸
大
音
楽
科
名
誉
教
授
の
坪
田
昭

三
君
が
ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
て
く
れ

る
と
言
う
の
も
、
多
数
参
加
の
要

因
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

総
会
は
望
月
俶
当
番
幹
事
代
表

の
開
会
宣
言
で
定
刻
通
り
に
始
ま

り
、
福
地
益
人
代
表
幹
事
の
あ
い

さ
つ
、
昨
年
総
会
以
降
物
故
し
た

五
人
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
、
ピ
ア

ノ
演
奏
に
移
っ
た
。

演
奏
は
二
曲
。
一
曲
は
ハ
イ
ド

ン
作
曲
の
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
五
二

番
ホ
長
調
第
一
楽
章
」。
も
う
一

曲
は
グ
ラ
ナ
ド
ス
作
曲
の
「
ス
ペ

イ
ン
舞
曲
第
五
番
（
ア
ン
グ
ル
ー

ザ
）」。

間
近
で
聴
く
坪
田
君
の
円
熟
し

た
旋
律
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
深

い
感
銘
を
与
え
、
す
ば
ら
し
い
喜

寿
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
写
場
に
移
っ
て
全
員

集
合
の
記
念
写
真
。
次
期
当
番
幹

事
を
決
め
総
会
を
終
わ
る
。

今
回
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

坪
田
君
の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
い
う
ビ

ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
入
っ
た
た
め
、

総
会
の
進
行
は
分
刻
み
、
会
計
報

告
も
印
刷
物
配
布
で
了
承
さ
れ
た
。

総
会
に
続
く
懇
親
会
は
稲
森
慎

平
成
一
七
年
六
月
一
四
日（
火
）、

第
62
・
63
期
ク
ラ
ス
会
を
東
京
芝

の
春
光
会
館
で
開
催
し
た
。
静
岡

と
東
京
で
一
年
お
き
に
開
催
す
る

の
が
定
例
化
し
、
今
年
は
東
京
の

番
。
会
場
の
春
光
会
館
は
川
手
生

巳
也
君
の
お
か
げ
で
平
成
七
年
以

来
連
続
六
回
目
、
一
八
名
が
参
加

し
た
。
常
連
参
加
者
か
ら
海
外
旅

行
や
体
調
不
良
や
日
程
の
調
整
が

で
き
な
い
な
ど
で
欠
席
者
が
出

て
、
前
回
よ
り
少
な
か
っ
た
が
、

ホ
ス
テ
ス
嬢
三
名
の
サ
ー
ビ
ス
も

あ
っ
て
、
お
お
い
に
盛
り
あ
が
っ

た
。
会
費
で
は
呼
べ
な
い
ホ
ス
テ

ス
嬢
、
寄
付
を
頂
い
た
お
か
げ
で

ま
で
一
望
の
一
五
階
の
今
回
の
部

屋
で
衆
議
一
決
同
期
会
の
開
催
を

決
め
ま
し
た
。

あ
と
は
自
然
の
流
れ
の
中
で
満

場
の
熱
気
は
と
め
ど
も
な
く
上
昇

し
、和
気
藹
々
清
談
閑
談
懐
古
談
、

老
爺
の
波
調
の
長
い
空
論
は
酒
が

入
る
に
つ
れ
て
滑
り
が
良
く
な
り
、

注
し
つ
注
さ
れ
つ
つ
程
程
に
酊
酩
、

宴
席
は
暫
時
、
花
盛
り
の
別
天
地

が
続
き
ま
し
た
。
然
し
諺
の
通
り

「
人
生
没
有
不
散
的
莚
席
」
か
、
何

時
の
間
か
別
れ
の
時
が
来
、
遠
来

の
志
田
清
君
の
指
揮
で
、
フ
ィ
ナ

ー
レ
は
当
然
乍
ら
岳
南
健
児
の
校

歌
を
往
年
の
美
少
年
よ
ろ
し
く
元

気
旺
溢
四
番
ま
で
奥
様
方
も
夫
唱

婦
随
の
大
合
唱
、
双
頬
を
紅
潮
さ

せ
生
涯
至
福
の
一
刻
を
爽
や
か
に

堪
能
し
ま
し
た
。
尽
き
ぬ
名
残
り

を
惜
み
つ
つ
来
春
は
二
二
名
以
上

の
再
会
を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。

（
芹
澤
五
郎
）

二
君
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
る
。

「
年
と
と
も
に
食
べ
る
量
も
、

飲
む
量
も
減
っ
た
よ
」
と
言
い
な

が
ら
も
杯
を
重
ね
る
う
ち
に
口
が

軽
く
な
る
。
卒
業
後
、
職
業
、
志

す
も
の
は
異
っ
て
も
社
会
の
波
を

乗
り
切
り
七
七
年
間
生
き
抜
い
て

き
た
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。
あ

ち
こ
ち
で
話
が
盛
り
上
が
る
が
、

若
い
時
の
よ
う
に
議
論
を
闘
わ
す

あ
る
。
香
川
君
、
川
手
君
、
平
尾

君
、
小
島
君
、
ど
う
も
有
難
う
。

開
会
は
前
回
よ
り
一
時
間
早
め

て
一
六
時
、川
手
君
の
開
会
挨
拶
、

田
喜
君
の
乾
杯
で
宴
に
入
っ
た
。

静
岡
を
代
表
し
て
望
月
雄
介
君
か

ら
、
来
年
は
静
岡
で
開
催
す
る
の

で
、
多
数
参
加
を
期
待
す
る
旨
挨

拶
が
あ
っ
た
。
名
古
屋
か
ら
参
加

の
土
橋
悦
朗
君
を
始
め
、
家
本
、

64
期
同
期
会
は
、
定
例
日
の
六

月
四
日
に
五
三
名
の
出
席
を
も
っ

て
、
ブ
ケ
東
海
に
て
行
わ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
今
年
度
物
故

さ
れ
た
九
名
の
方
々
を
偲
ん
で
黙

祷
を
さ
さ
げ
、
議
事
終
了
後
は
一

年
ぶ
り
の
友
、
久
し
ぶ
り
の
友

交
々
昔
に
帰
っ
て
、
和
や
か
な
懇

親
会
と
な
っ
た
。
ご
出
席
の
先
生

の
ご
挨
拶
の
中
に
、
湯
原
誠
先
生

こ
と
も
な
く
、
穏
や
か
な
雰
囲
気

に
終
始
、
春
宵
の
ひ
と
時
を
楽
し

く
過
ご
し
た
。

締
め
は
望
月
良
君
の
音
頭
で
校

歌
を
四
番
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
斉

唱
、来
年
の
再
会
を
約
し
て
閉
会
。

帰
り
に
は
同
窓
会
が
製
作
し
た

校
歌
・
応
援
歌
の
Ｃ
Ｄ
が
記
念
品

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

（
61
期
　
河
村
　
勲
）

臼
井
、
小
宮
、
田
代
、
寺
尾
、
山

口
の
諸
君
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ

た
。
や
む
な
く
欠
席
の
三
枝
君
か

ら
昭
和
初
期
の
静
岡
市
詳
細
図
の

提
供
が
あ
り
全
員
に
配
布
し
た
。

望
月
君
の
リ
ー
ド
で
校
歌
斉

唱
、
香
川
君
の
中
締
め
、
吉
川
君

に
よ
る
写
真
撮
影
を
終
っ
て
、
会

場
を
四
階
に
移
し
て
二
次
会
、
山

口
音
楽
事
務
所
山
口
氏
の
ギ
タ
ー

八
八
才
、
渡
辺
福
太
郎
先
生
八
四

才
と
あ
り
、
共
に
お
若
く
溌
剌
と

さ
れ
て
い
る
お
姿
に
一
同
感
動
、

我
々
も
負
け
て
は
な
ら
じ
の
思
い

は
散
会
後
の
歓
楽
街
で
発
揮
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と

も
か
く
と
し
て
、
桜
井
一
男
現
同

窓
会
長
を
輩
出
し
た
我
が
七
五
才

の
同
期
は
、
新
た
に
海
野
安
弘
君

を
同
期
会
会
長
に
選
び
多
彩
で
あ

伴
奏
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
席
を
入

り
乱
れ
て
の
懇
談
が
続
く
。
ホ
ス

テ
ス
嬢
が
、
と
て
も
七
五
歳
と
は

思
え
な
い
と
言
う
の
も
尤
も
だ
。

予
定
で
は
一
九
時
過
ぎ
に
終
る
つ

も
り
が
、
応
援
歌
の
合
唱
を
経
て

柴
田
君
の
閉
会
宣
言
が
あ
っ
た
の

は
一
九
時
五
〇
分
。
盛
り
上
が
っ

た
ク
ラ
ス
会
と
な
っ
た
。

62
期
と
63
期
は
同
じ
昭
和
一
七

年
四
月
入
校
だ
が
、
戦
時
下
の
特

例
で
旧
制
四
年
卆
と
五
年
卆
の
二

年
に
分
か
れ
た
た
め
、
卒
業
回
次

が
二
つ
に
な
っ
て
い
る
。

（
参
加
者
）
家
本
豊
　
伊
東
守

臼
井
晋
　
大
石
一
輔
　
大
庭
陽
三

香
川
一
郎
　
川
手
生
巳
也
　
吉
川

隆
士
　
小
宮
鳥
夫
　
柴
田
克
朗

田
着
光
　
田
代
一
雄
　
土
橋
悦
朗

寺
尾
寿
夫
　
福
岡
純
一
郎
　
望
月

雄
介
　
山
口
登
　
山
根
雅
巳
　
以

上
一
八
名

（
63
期
　
伊
東
　
守
）

る
。毎

月
行
わ
れ
る
ゴ
ル
フ
有
志
の

会
、第
三
金
曜
日
に
集
る
飲
み
会
、

ベ
ト
ナ
ム
や
モ
ン
ゴ
ル
と
青
少
年

や
母
校
の
た
め
に
活
躍
す
る
藤
田

栄
君
に
協
力
す
る
同
志
、
母
校
野

球
部
の
試
合
に
は
必
ず
ス
タ
ン
ド

で
声
援
す
る
面
々
、
七
月
七
日
を

例
会
日
と
す
る
関
東
同
期
会
、
趣

味
が
卓
越
し
て
玄
人
と
な
る
人

等
々
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
続
く

限
り
、
64
期
は
不
滅
で
あ
る
。

（
64
期
　
片
山
修
三
）
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「
不
滅
な
り
64
期
」

楽
し
く
賑
や
か
に
東
京
開
催
の

62
・
63
同
期
会

満
開
の
桜
に
負
け
ず

宴
会
場
に
熱
気
の
渦

53
期
　
夫
唱
婦
随
で
校
歌
合
唱

東京芸大坪田君（ ）ピアノ演奏名誉教授

円熟の旋律に深い感銘

記念撮影のあとはピアノ演奏など楽しんだ61期の同期会の人々

夫人を交え満面笑みを浮かべ並んだ53期の同期会員

62・63期同期会出席者（上）と
校旗を中心に写真撮影におさまった64期同盟会会員
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